
一日本赤十字社熊本県支部創設120周年記念一

　　　　一赤十字思想誕生150周年記念一

　十　赤十字救護看護婦

竹田ハツメ展
　　日本赤十字社佛國派遣救護班

　　　　　　　　　　　　（フランス）

＜史料展＞

　平成21年5月1日～8月31日
　熊本赤十字会館　1階　展示ホール
くノくネフレ展＞

　平成21年6月29日～7月31日
　熊本赤十字病院　1階　外来大通リ　ギャラリー

　主催1日本赤十字社熊本県支部

　共催1日本赤十字社看護師同方会熊本県支部
　協力：熊本県〔文化企画課博物館プロジェクト班）

　　　　日本赤十字ヰ土



一ごあいさつ一

　今年は赤十字思想が誕生して150周年の年です。

　そして、日本赤十字社の熊本県支部が誕生して120周年の年になります。

　このことを記念して、第一次世界大戦中にフランスからの要請に応えて、こ

こ日赤熊本県支部から派遣された　赤十字救護看護婦　竹田ハツメさんの貴重

な遺品（熊本県文化企画課博物館プロジェクト班所蔵品）を皆様にご覧いただ

くこととなりました。

　赤十字の歴史と活動を少しでも身近に感じていただければ幸いです。

一竹田ハツメ展について一

　竹田ハツメ救護看護婦は、大正3（1914）年、日赤熊本県支部から選ばれ

てフランスに派遣された日本赤十字社創設以来初めてとなる外国の病院への派遣

救護員の一人です。また、日本赤十字社看護師回方会熊本県支部の初代支部長で

もあります。

　展示品は、以前から竹田家の資料として県に所蔵されていたものですが、今回、

縁あって初めてその一部を一般公開することになりました。赤十字活動の歴史的

資料がほとんど残っていないなか、明治、大正、昭和初期における日赤熊本県支

部の事業や、当時の欧州における日本赤十字社の国際活動を顕彰できる貴重な

品々です。

　竹田ハツメさんは、日赤退任後は熊本医科大学看護長や、従軍看護婦としてご

活躍後、家政婦紹介所を創業されたとのことです。今回の展示にとどまらず、今

後もご紹介の機会を設けていきます。

　本日はご覧いただきありがとうございます。

平成21年5月1日

目本赤十字社熊本県支部
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上：佛国派遣出発の前日　日本赤十字社玄関前

下1病室に改修された一流ホテルの大広間
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＜イギリス、フランス、ロシアヘの救護班派遣の概要＞

　第一次世界大戦中、日本政府はイギリス、フランス、ロシアの3国から救護派遣の依頼を受けた。日本政府は直ち

に日本赤十字社に対して、3国に救護班1個班を派遣し、戦傷病患者の救護に当たるよう懇請した。

　日本赤十字社は救護班を外国の病院に派遣することは創設以来はじめてのことであった。そのため欧州各国の赤十

字救護班と比較されることを考慮し、また日本赤十字社救護班として、無事その大任を果たされるよう、派遣救護員

の人選については技量、身体、人格、語学等の細部にわたり特別の注意を払った。厳選の結果、全国各支部から選ば

れた救護員数はイギリス派遣27名、フランス派遣29名、ロシア派遣20名である。

　日赤熊本県支部からは竹田ハツメ看護婦が選ばれ、フランスに派遣された。日本赤十字社は派遣救護員が博愛精神

に則り救護活動を展開し、大任を無事全うできるよう細心の注意を払った。救護班は責任の重大さを胸に秘め、総裁

開院宮載仁（かんいんのみやことひと）親王殿下をはじめ、本社、各支部職員及び政府、国民の激励と盛大な見送り

を受け、大正3年10月（ロシア）及び同年12月（イギリス、フランス）に、それぞれの任地に出発した。

〈フランス派遣救護班の活動＞

　塩田医長（東京帝国大学医科大学助教授）以下28人は大正3年12月16日に横浜を出港した。その後、長途の

航海を終え、大正4年2月4日にマルセーユに上陸し、パリに到着したのは翌日の5日朝であった。

　日本赤十字社救護班が診療を開始する建物は、凱旋門に近いパリで一流のrホテル・アストリヤ』を改装して当て

られた。派遣救護員は医療機器、薬品、看護用具、事務具等を整備し、r日本赤十字社病院」として、3月16日か

ら診療を開始した。4月3日には開院式が盛大に行われた。参列者は、各階の病室、とくに3階の治療室、調剤室等

の整備された施設整備の状況を視察し、全員賞賛の言葉を惜しまなかった。その後r日本赤十字病院」の名声が広が

ると、大正4年4月4日にポアンカレー大統領の病院視察が行われた。開院当初は80人の戦傷病患者を収容し、治

療看護に当たったが、救護班全員の規律正しい行動と、博愛の心に富んだ治療看護、すぐれた医療技術はフランス国

民に賞賛され、わずか半年の間に130人に増加した。

　フランス派遣救護班は、大正4年7月13日にフランス政府と協定した5ヵ月間の勤務期間を終了したが、入院患

者も満床の状態が続き、また日本赤十字救護班に対する信頼と賞賛の声は各地で高まり、戦時病院の模範とまで賞賛

されるに至り、再再延期の末、大正5年7月1日閉院までの間、救護した患者数は、実人員910人、延べ人員にし

て54，832人に達した。フランス国に別れを告げるに当たり、フランス赤十字総裁の感謝状、フランス政府の表

彰状、あるいは大統領の謝辞、各界からの送別の宴の催し等、救護班全員に対して心から感謝の意が表された。

　救護班は大正5年7月10日にパリを出発、9月15日に日本に到着、翌16日解散式を挙行した。その式場で総

裁開院宮載仁親王殿下より慰労のことばを賜った。竹田ハツメ救護看護婦は1年10ヵ月の間、終始健康で無事大任

を果たすことができ、県民の盛大な歓迎を受けた。その後竹田ハツメ救護看護婦は、フランス派遣救護員とともに、

フランス国勲章を受領した。　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本赤十字社熊本県支部100年史より）

一　　4　一



大正5年（35歳）ごろの写真？フランスから帰国後に撮影？

胸の勲章等1左から　勲八等宝冠章、フランス国勲章、日露戦争従軍記章、 日本赤十字社特別社員証
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大正15年（45歳）ごろの写真？
胸の勲章等：左から　勲七等瑞宝章、勲八等宝冠章、（？ ）、フランス国勲章、日露戦争従軍記章、日本赤十字社特別社員証
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昭和11年（55歳）以降の写真？
熊本医科大学看護長時代の写真？

7



「∵一

@
」
一
一　

⑧
煙
滅
綴
ゼ
♂

“
一
夢
影
ツ
窪
き
多
〉

　
　
　
閥
一
赴
ク
ニ
付
通
路
農
ナ
ク
蓉
3
メ
墨
筆
毒

　　

@闘

鼬
�
}
助
逼
ヘ
ラ
レ
ム
事
ヲ
其
ノ
笏
警
一
希
葺

　
　
　
一
3
・
　
昭
摯
ξ
ユ
月
手
育

　
　
　
第

　
一
，
1
1
，
！
ー
ー
－
ー
ー
ー
－
一

喬
一
周
一
」

　　
@一。

ﾔ、一

　
　
　
＝
一
．
一
“
「
　
　
　
　
』
一
『
一
年
巴
爵

｝
三
一
『
殴
三
富
陰
、
～
蹴
帆
転
．

査
本
番
國
ジ
臣
鍔
寿
器
閣
一
　
凱
臨
、
、
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝

　　　　一　一一　■
　＝r、耳
一】⊥一一

上・下　熊本医科大学看護長時代のパスポート
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上：フランスに持ち込んだ旅行バッグ

下：刻印されたイニシャル（H．T．）と名札
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上：救護員が携帯していた博愛手帳

中：日本赤十字社総裁載仁（ことひと）親王殿下から賜った御詩

下：総裁殿下御詞書の写し、日本赤十字社常議会決議文の写し
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上：取扱患者数（実数910人、延べ54，832人）

中：疾病別患者数（砲創1，546人、銃創236人）

下：㊧現像液の作り方　㊨金銭支出記載等
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上：フランスに着て行ったマント

下＝マント右胸内側に名前記載あり

　　　　r佛国派遣救護看護婦　組長 竹田初女」
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日本赤十字社佛国派遣救護班活動ポストカード

　上＝フランスから日本の家族あて郵送された封書

　下：21枚の活動状況を撮影したポストカード
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フランスに開設された日本赤十字社救護班病院

パリの凱旋門に近い一流のrホテルアストリヤ」を改装。各階に病室があり、 3階には治療室と調剤室等が整備された。
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立食 Sallo　a　Mange∬

上：病室での傷病兵集合写真

　　　　　（フランス赤十字社社長ブォーゲイ侯爵、または、大統領夫妻来院時の記念写真？）

下：食堂の様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　15　一
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手仕事のお礼に贈った着物（和服）を着た2人の傷病兵士
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冠■浮動ノ 肱膚牝（靭 トス 方）塗ア希卵

戦時病院の模範と賞賛したフランス新聞の記事。救護班全員の規律正しい行動と、博愛の心に富んだ治療看護、すぐれた

医療技術はフランス国民に賞賛された。竹田ハツメさんも写っている、
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フランス政府からの

フランス政府からの銀製名誉記章
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第一次世界大戦（1914～1916）時の救護活動を記念したフランス赤十字社の記章？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　20　一



一～二二＝＝』』二＝一二二一

　　　　一一～

フランスス国旗と日本国旗を束1」しゅうした記念メダル

刻E「］：JAPONA　I　SE　DE　PAR　lSU　A　MLLE，TAKRDA　1915

21



上・下　　フランス国の記章　詳細は不明
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コーヒーカップ

デザイン：桐竹鳳凰と赤十字マーク

製作者印：Frannk馳viland　Limoges

1914－　1916

一　　23　一
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　　　　　イ羅蔽一事畿覇醗磯

上：勲八等宝冠章

　賞勲局総裁は佐野常民と共に博愛社を創設した大給恒

下：日露戦争救護記念章　日本赤十字社製
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支那事変　従軍記章

ナト／

胃
甚
一

支那事変従軍記章

　支那事変＝1937年（昭和12年）から始まった大日本帝国と中華民国の間で行われた武力紛争で、現在では中日戦争

　　　　　で知られている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　25　一
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特別愛国婦人会会員証

｛愛国婦人会：1901年（明治34）貴族院議長近衛篤麿の後援により，岩倉久子を初代会長として創立。総裁や名誉会長に

　　　　　　皇族を頼み，会長・役員に華族や名流婦人を推し，上流婦人のみを対象とした構成であった｝

一　　26



鵜

日本赤十字社特別社員章　明治21年製

一　　27　一



キリスト教のペンダントヘッド

松井家家老の家系を持つ竹田ハツメさんは、幼少のころ教会で生活。

本人は、熱烈なキリスト教信者で一生独身をつらぬいた。
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左：小型5銭白銅貨

中：旭竜20銭銀貨

右：竜10銭銀貨
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救護看護婦竹田ハツメ

明治14（1881）年2月7日生　く本籍：熊本県八代郡塩屋町53＞

　　　　　　　　　　　　日本赤十字社佛国派遣救護班救護看護婦

　　　　　　　　　　　　日本赤十字社看護婦同方会熊本県支部初代支部長

　　　　　　　　　　　熊本医科大学看護長

明治26（1893）年1月

明治26（1893）年3月

代陽尋常小学校卒

政現館に入り明治33年4月まで学科及び裁縫を修む

明治35（1902）年

明治35（1902）年5月20日

明治36（1903）年12月26日

明治37（1904）年5月　9日

明治37（1904）年5月12日

明治38（1905）年10月29日

明治38（1905）年11月6日

明治39（1906）年4月15日

明治41（1908）年10月24日

明治42（1909）年7月2日

明治44（1911）年10月11日

大正3（1914）年5月30日

大正3（1914）年10月6日

大正3（1914）年11月11日

大正3（1914）年11月25日

大正3（1914）年12月16日

正
正
正
正
正

大
大
大
大
大

4（1915）年

4（1915）年

4（1915）年

5（1916）年

5（1916）年

2月14日

4月24日

6月23日
7月　1日

7月10日

大正5（1田6）年9月16日

大正5（↑916）年10月10日

大正6（1917）年10月10日

大正9（1920）年10月19日

大正15（1926）年10月　1日

昭和2（1927）年4月31日

昭和4（1929）年10月4日

昭和6（1931）年4月30日

昭和7（1932）年10月14日

昭和11（1936）年1月31日

日赤熊本支部看護婦養成所卒業

看護婦として採用

戦時本俸乙額支給

明治36・37年度は第90救護班に編入
充員召集（熊本）

小倉陸軍予備痛院勤務

第91救護班へ縞入

小倉陸軍予備病院勤務被免

熊本に於いて召集解散

戦時本俸甲額支給

点呼召集即日解散

戦時給与規則改正の結果乙額支給

当部に点呼召集即日解散

明治45年5月より向こう15ヶ年再誓約

渡鹿練兵場に於いて飛行大会時臨時救護に従事

8月20日より23日まで植木駅にて災害救護に従事

当部にて点呼召集同日解散

本部に召集佛国派遣救護班に縞入

戦時本俸甲額支給

組長を命す

東京出発横浜に於いて伏見丸に乗船出帆

スエズ運河を経て大正4年2月4日佛国マルセーユ港に上陸
翌5日佛国巴里市に著直我救護班病院と定められたる
「アストリアホテル」に入る

大正4年2月13日まで開院準備

病院開始勤務

佛国大統領病院訪問の際謁見

佛国大統領夫人病院訪問の際謁見

救護班病院勤務終了

佛都巴里出発

翌11日英国サウサンプトンを経て英京倫敦着

同17日倫敦に於て伏見丸に乗船出帆喜望美峰を経て

同年9月13日神戸港上陸

東京に於いて召集解散

勤務日数664日病気欠勤12日

救護看護婦長を命し戦時本俸丙額支給

当支部に於いて点呼召集同日解散

当支部に於いて点呼召集同日解散

当支部に於いて点呼召集同日解散

誓約満期に処同6年4月30日迄再誓約許可

当支部にて点呼召集即日解散

誓約満期に処任用規則第16條第2項に依り

昭和11年1月迄再誓約許可

同6年11月陸軍特別大演習の際臨時救護班編成の際召集

熊本支部にて点呼召集同日解散

救護看護婦解任（再誓約期限）

30



救護看護婦　竹　田ハツメ

褒 賞

明治39（1906）年4月　1日

明治39（1906）年6月1日

大正4（1915）年7月24日

大正5（1916）年6月21日

正
正

大
大

5（1916）年6月24日

5（1916）年11月　1日

大正6（1917）年6月11日

大正9（1920）年11月　1日

明治37，38年戦役の際尽力せしにつき

勲八等宝冠章及び金七拾円を授け賜ふ

明治37、38年戦役救護事業に従事し尽力少なからず依って

慰労金として金参拾六円給与

日本赤十字社総裁宮殿下より職務勉励の趣を聞かれ

御詰を賜ふ

同日、本社より菓子料六円給与

佛国赤十字社長ブォーゲ候爵来院、同国赤十字社の名を以て

感謝状を贈らる

佛国政府より銀製名誉記章授与せらる

佛国共和国政府より贈与したる銀製名誉記章を受領し及

併用することを許可せれる

欧州戦乱に際し本社佛国派遣救護班看護婦として尽力すくなからず

依って慰労金百二十円給与

大正4年乃至9年の戦役の功により

勲七等瑞宝章及金百四拾円並びに従軍記章を授け賜ふ
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